
平成２７年７月１３日

PRESS RELEASE
TATEYAMASABO

記者発表資料
富山県政記者クラブ

業界紙（実業建設新報社
ケーブルテレビＮＥＴ３）本紙投げ込みを以て解禁

～万が一の事故に備えて～
立山砂防工事専用軌道（トロッコ）事故
救助訓練を実施します

国土交通省 北陸地方整備局 立山砂防事務所
副所長（技術） 福田 光生
総括保全対策官 久保 昌之
電話 ０７６－４８２－１１１１（代表）
FAX ０７６－４８２－１１０１

お 問 い 合 わ せ 先

立山砂防事務所

〒930-1405 富山県中新川郡立山町芦峅寺字ブナ坂61番地
http://www.hrr.mlit.go.jp/tateyama/index.html 

国土交通省北陸地方整備局QRコードはこちら

立山砂防工事専用軌道（通称「トロッコ」）には、工事関係者の他、富山

県が主催し立山砂防事務所が協力している「立山カルデラ砂防体験学

習会」や砂防事業を行政視察するために、一般の方々等年間約２千人

が乗車しています。

そのため、トロッコの事故発生時に迅速な対応を図ることを目的として、

トロッコ乗車中に落石による人身事故が発生したと想定して、救急車が

実働参加する事故救助訓練や情報伝達訓練を、関係機関及び軌道関

係受注者等と実施します。

集合日時 ：平成２７年７月２８日（火）午前９時４０分

集合場所 ：立山砂防事務所

訓練時間 ：午前９時５０分～午前１１時４５分

（現地はトロッコを利用するため単独での取材はできません）

場 所 ：立山砂防事務所防災対策室及び工事専用軌道大谷橋上流付近

（立山砂防事務所から約３．５㎞上流中小屋連絡所付近）

参 加 者 ：立山砂防事務所、富山県砂防課、立山カルデラ砂防博物館、

立山町消防本部、富山県上市警察署、軌道運行等関係受注者



【Ｈ２６年７月の軌道事故救助等訓練の様子】

【軌道事故救助訓練場所 位置図】

担架搬送リヤカーによる搬送訓練（現場） 事故対策本部情報伝達（立山砂防事務所内）

立山砂防事務所

防災へり「とやま」に
よる監視・救助活動訓練

事故発生箇所
（想定）

モーターカーによる搬送訓練（現場）



別 紙

立山砂防事務所総括保全対策官宛て（ ）FAX 076-481-1426

立山砂防工事専用軌道事故救助等訓練及び

報道関係者への砂防事業現地説明会取材予定者名簿

報道機関名

○：取材予定 ×：取材しない取材予定者

現地実働訓練 事故対策本部所 属 氏 名
（専用軌道 （立山砂防事務所

大谷橋上流） 災害対策室）

取材予定代表者の氏名及び連絡先

代表者氏名

Fax連絡先 ℡

※取材予定者の方へ

・別紙の「トロッコに乗車される皆さんへ（乗車心得 」を遵守）

願います。

※７月２１日（火）までに本書のみ 願います。FAX
930-1405〒

富山県中新川郡立山町芦峅寺字ブナ坂６１番地

国土交通省 立山砂防事務所 総括保全対策官 久保

又は工務課 機械係長 吉本

TEL 076-482-1198
FAX 076-481-1426




